
提言第7号　一般・療養病棟における非侵襲的陽圧換気（NPPV）及び
気管切開下陽圧換気（TPPV）に係る死亡事例の分析

・70 歳代の患者。3 年半前に筋萎縮性側索硬化症（ALS）  と診断、3 年前からNPPV 管
理。半年前より全介助、 食事は栄養剤を経口摂取。自発呼吸有。1 週間のレスパイト目
的で療養病棟に入院。

・朝食介助で看護師が訪室、心肺停止状態で発見。人工呼吸器は停止した状態で装着さ
れていた。死亡時画像診断（Ai） 無、解剖有。

・食事時はマスクを外して経鼻酸素投与。夕食後、マスクを再装着したが、人工呼吸器
は作動再開していなかった。

・生体情報モニタの使用無。

＜事例概要＞
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